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.福祉用具貸与や住宅改修は有難い *さまざまな介護サー ビ **介護サー ビスのニー
.訪問リハ ビリテーションはもつと増やせると良い スは有難い0 さらに利用 ズは高い0さらに、有難
.通院時ふれあいバスを利用し助かっている したい い反面、事務手続きの簡
略 さ、適切な認定、より.調査やサー ビス利用の手続きが大変
.認定調査訪問時間が短 く (要介護者の)状態を正しく見てもらえ 柔軟なサービス利用が望
まれるてい ないと思 う
. (介護者が)気軽に外出できるようにしてほしい
.シ ョー トステイ、デイサービス、訪問介護の利用について、施 *家族の状態にあった介
設、期間 (期 日)、利用時間が自由に選択できない 護サー ビスをもつと自由
.ショー トステイ、デイサー ビスの利用可能回数が少ない0要支援 に選択できる柔軟 さを望
も介護度 とは別枠で利用枠がほしい0年に1回ぐらいは む (利用施設、時期や時
間等ー
.介護者は子育て、大病などさまざまな介護以外の負担もあるので *普段の生活には介護以 **日常生活には介護以
(ダブル .トリプルパンチ)、訪問介護、訪問看護、訪問入浴、 外の事柄もあるので、要 外のこともあるので、さ




















.子どもの有無、別居 .同居にかかわらず、著者介護のため四六時 *家族 との同居別居 にか **人間関係をもつこ
中不安である かわ らず、介護者も要 とで、要介護者、介護
.ホームヘルパーのいないときは不安である 介護者 も孤立するので 者 も共に生き生きとし






.要介護者はデイサー ビスやショー トステイの利用により、人間関 *要介護者はデイサー ビ
係が活性化 し明るくなった スや訪問介護の利用によ
.デイサー ビスでは認知症と身体障害を別々にわけてほしい り人間関係をもち、生き




.要介護者の配偶者 (秦)は、本人のデイサー ビス利用を嘆いてい *例えば、介護者が嫁の場合、要介護者やその配偶者


















.農山村地域 のため公共交通機 関の利便性が悪 く、通院が困難で
困っている
.地元に密着 した相談窓口がほしい





.近所、親戚から "長男の嫁が介護 してあたりまえノとみ られ * "長男の嫁は介護してあ **長 男の嫁 としてのプ
てしま う たりまえ"とい う慣習のな レツシヤーや急にふ りか
.主人が親不孝にみ られるのが嫌やつたから (義父を)介護す か、夫のため、両親に心配 か る介護 の現実な ど理不
るしかなかった かけないようにと、周囲の 尽 な感 情に悩ま されてい









. (認知症初期 の)要介護者の 「アホになった0アホになつ 現実の介護状況に今にも押
た」 「私はじめて聞きました」の繰 り返 しにどう対応 してよい しつぶされると強い不安を
か混乱した 感 じている






.介護者が (認知症という病名に)一番 こだわっていた *認知症 とい う病名にこだ **介護者 のこだわ り、











だった0デイサー ビスやシ ョー トステイを利用したり、他の娘 どうかは、家族内の人間関係の良否が大きく左右する
に勤務を休んでもらって対処 した0
.嫁姑の問題がものすごく、介護はとてもきつかった0何でも
かんでも (姑に対 して)我慢 していた反動かな?
.『おばあちゃんの人生いろいろあって、頑張って釆はったん *同じような境遇にある介 **介護の (家族の)内
やな』と考えるゆとりが出てきたら、ひ どいこと言うた 護者や家族 との交流は新 し 外で新しい関係性をみつ
な ...と思える い関係の発見とな り、介護 けられることが閉塞的な
.主人も 「何でもやる」と言ってくれた0家族みんなで協力し 者 自身の学び、成長、家族 介護者の扉を開くきつか






なってくれはつたか ら学べたことが一杯ある で、いつのまにか 『要介護
.お父さん (義父、要介護者)の世界に合わせることができる 者への愛情』 『家族への感




.中途半端 (葛藤か ら抜けられない状態)やと結局はえらい目 *介護者は自分の大変さば **様々な葛藤、体験、
に合っただけで終わってしまう かりに目を向けがちだが、 物事の捉え方の変化等に
.どうしたら自分の気持ちを穏やかにして接することができる 穏やかな気持ちにな りたい より、介護者の要介護者
か葛藤し、模索した という葛藤のすえ要介護者 ヘの理解が深まり前向き












.自分自身に 「いつまでもじやないよ」 と言いきかせて、やつ 方により、困難な状況も前
と一つ山を越え、また、次の場面 という繰 り返し 向きに変化 し続ける
. (施設に)預けることは逃げることでなく、預かってもらう
と思 うと介護者は助かる
注: ( )内の言葉は文意を理解するために筆者が補った。 *は第1段階の表札、 **は第2段階の表札である。
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